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市民政策コメント

■テーマ

　

こ
の
事
業
は
、
千
代
川
水
系
改

修
工
事
に
よ
り
浜
坂
地
区
に
で
き

た
「
遊
水
地
」（
通
称

：

重
箱
地

区
／
十
五
・
五
ヘ
ク
タ
ー
ル
）
を

多
目
的
公
園
と
し
て
有
効
利
用
す

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

事
業
の
目
的

　

基
本
計
画
の
考
え
方

　

鳥
取
市
は
、
浜
坂
地
区
に
あ
る
「
遊
水
地
」（
洪
水
時
の
水
量
を
調

整
す
る
た
め
の
貯
水
地
）
通
称
「
重
箱
地
区
」
を
有
効
に
活
用
し
よ
う

と
、
平
成
十
三
年
度
に
「
重
箱
緑
地
整
備
事
業
の
基
本
計
画
（
案
）」

を
策
定
し
、
広
く
市
民
の
み
な
さ
ん
の
意
見
や
ア
イ
デ
ィ
ア
を
伺
い
ま

し
た
。
そ
の
中
で
、
み
な
さ
ん
か
ら
「
地
域
の
特
性
を
活
か
し
た
、
人

と
自
然
が
ふ
れ
あ
う
公
園
に
し
て
ほ
し
い
」
と
い
う
多
く
の
意
見
を
頂

き
、再
度
、基
本
計
画
を
見
直
す
こ
と
と
し
、平
成
十
四
年
十
一
月
、「
基

本
計
画
策
定
検
討
会
」
を
設
置
し
て
、
検
討
を
行
い
、
基
本
計
画
の
見

直
し
（
案
）
を
ま
と
め
ま
し
た
。

　

見
直
し
（
案
）
で
は
、
市
街
地
に
残
る
重
箱
地
区
の
豊
か
な
自
然
を

生
か
し
、
基
本
方
針
の
一
つ
に
、「
水
辺
・
自
然
学
習
公
園
」
を
取
り

入
れ
る
な
ど
、
い
く
つ
か
の
見
直
し
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

概
要
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

　

み
な
さ
ん
の
ご
意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

「自然と共生する
  旧袋川遊水公園・重箱」

■基本方針（3つの公園像）

①「水辺・自然学習公園」
②「ふるさとの川や歴史と
　　　　　　　親しむ公園」
③「集い・ふれあい・憩い・
　　　　　　安らげる公園」

　

豊
か
な
自
然
が
残
り
、
市
民
の

生
活
に
密
着
し
た
親
し
み
の
あ
る

重
箱
地
区
は
、
丸
山
城
跡
や
千
代

川
の
歴
史
を
知
る
う
え
で
も
貴
重

な
地
区
で
す
。
こ
の
地
区
を
、
左

表
の
テ
ー
マ
と
基
本
方
針
を
柱

に
、
都
市
化
す
る
地
区
周
辺
に
残

さ
れ
た
自
然
を
保
全
・
再
生
し
、

市
民
が
身
近
に
感
じ
ら
れ
自
然
と

ふ
れ
あ
う
活
動
が
で
き
る
場
に
整

備
し
ま
す
。
ま
た
、
生
物
の
観
察

や
学
習
が
で
き
る
場
と
し
て
も
整

備
を
し
ま
す
。

重
箱
緑
地
整
備
事
業
の
基
本
計
画

　
　

見
直
し
（

案
）

が
ま
と
ま
り
ま
し
た
。


